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検  索検  索木材合板 で

表紙：各地に展開するリトルツリーで遊ぶ子どもたち。（本誌　新木場漫歩参照）

参加者の皆さんとの記念撮影

新木場タワーでの開催は５回目になります。24日（土）は、１階にて「木工チャレンジコンテスト」、18階で「豊かな生活を創るアイデ
アバックコンクール」の競技が行われ、25日（日）は、「木工」「裁縫」「おべんとう」それぞれの表彰式が行われました。
「木工チャレンジコンテスト」の課題は、「学習机の上の書房や文具類を整理収納できる作品を設計・製作する」ことでした。材料は、
ヒノキ、シナ合板を使用し、４時間で仕上げるもので、
全国より地区予選を勝ち抜いた16名の選手で行われ、
最優秀賞の文部科学大臣賞は、昨年も出場し、日本産業
技術教育学会賞を受賞した浜松市立北部中学校３年大
杉秦人君でした。
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◉ シリーズ特別企画 《第１回》
NHK books「森林飽和─国土の変貌を考える─」著者／太田猛彦教授に聞く

森と木と人間の関係史についての一考

人間と森林の関係史に、
今こそ新たなパラダイムの転換を
第１回 〝常識〟を問い直す章─里地・里山の実態

◉ レポート!!　
第2回 木育サミット2015が開催されました

◉ 新木場漫歩

子どもたちと未来への贈り物、リトルツリー
─木で夢を育む、レンタルキッズコーナーのブランド
Little TREE リトルツリー

◉ 新木場…冬のトピックス
第15回 全国中学生創造ものづくり教育フェア開催
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シリーズ
特別企画
《第１回》

　近代産業社会が自然破壊と森林の荒廃をもたらした。だから自然を守るために「森の木を伐ってはいけ
ない」。漠然とそう思い込んでいる人は、いまだ多いのが現実です。
　では、どう考えたらいいのでしょうか。確かな議論が求められています。日本の山、森林はどうなって
いるのか？　行政のなしてきたこと、これからなすべき役割は？　不振の林業はいかに再生可能か？　木
材産業はどうあるべきか？　豊かな自然環境はどうしたら守られるのか？　そして「森の木は使ってこ
そ、森は活かされる」のではないのか？
　学説があり、さまざまな視点から意見があります。本誌「木と合板」は読者の皆さんと検証していきます。
　「伐ってはいけない」と思い込む人の多くが、近現代以前、山は豊かな木々に覆われていたと考えがち
です。しかし事実はまったくの反対で、昔の山こそ「荒廃」の極みで、今の日本の森林はかつて経験し
たことのない飽和状態にあるのだと、太田猛彦氏（東大名誉教授）は説きます。自然環境と災害の視点
から日本の国土を見続けてきた氏は、今こそ人間と森林の関係を長い歴史的視点から捉え直し、新たな
パラダイムの転換が必要であると、その著書「森林飽和」で提案しています。同書は
波紋を拡げています。
　問われるべきは人間と森林の新しい関係、林業再生と木材利用の未来もそこから見
直すべきと説く、太田猛彦教授にお話を伺いました。氏の、森と木と人間の関係史につ
いての一考を、今号から3回シリーズでお届けし、議論の一助に供したいと思います。

《第１回》〝常識〟を問い直す章

里地・里山の実態

NHK books

著者

太田猛彦教授に聞く

「森林飽和」著者の太田猛彦教授。木材・合板博物館学びのコーナーで

K I T O G O - H A N 2

《第1回》〝常識〟を問い直す章─里地・里山の実態
《第2回》  森と人間の関係史─中世から近代まで、収奪の日本史
《第3回》「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか
　　　　 新しいパラダイムへの転換が求められている

◉森と木と人間の関係史についての一考

森林飽和
国土の変貌を考える　

人間と森林の関係史に、
今こそ新たなパラダイムの転換を

「森林飽和─国土の
変貌を考える─」

（NHK books［11
93］）。現在6刷
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プ
ロ
ロ
ー
グ　

　
「
森
林
の
飽
和
状
態
」、「
新
た
な
荒
廃
」
と
は　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
か
ら
一
冊
の

本
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。【「
森
林
飽
和
│
国
土
の
変
貌
を

考
え
る
」
／N

H
K
 books

】（
写
真
１
）
で
す
。
著
者
は

太
田
猛
彦
氏
（
東
大
名
誉
教
授
）。
刊
行
時
、
専
門
家
の

間
で
話
題
を
呼
ん
だ
同
書
は
、
そ
の
後
も
静
か
な
波
紋
を

拡
げ
続
け
、
す
で
に
６
刷
（
２
０
１
４
年
12
月
現
在
）
を

重
ね
て
い
ま
す
。

同
書
に
ふ
れ
て
、
作
家
の
高
村
薫
氏
は
２
０
１
３
年
７

月
25
日
付
朝
日
新
聞
へ
の
寄
稿
「
地
に
足
を
つ
け
て
」（
写

真
２
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

「
太
田
猛
彦
著
『
森
林
飽
和
』
に
よ
る
と
、
日
本
人
は

古
来
、
燃
料
や
肥
料
や
資
材
と
し
て
森
林
資
源
を
利
用
し

続
け
、
江
戸
時
代
に
よ
う
や
く
保
全
の
取
り
組
み
は
始
ま

っ
た
も
の
の
、
20
世
紀
初
め
に
は
国
土
の
約
６
割
を
占
め

る
森
林
の
半
分
以
上
を
荒
廃
さ
せ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

（
中
略
）

都
会
の
人
間
は
里
山
に
憧
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
戦
後
造

林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
安
価
な
輸
入
材
に
押
さ
れ
て

放
置
さ
れ
、
薪
炭
需
要
も
減
っ
た
結
果
、
皮
肉
に
も
日
本

の
山
々
は
深
い
緑
を
回
復
し
た
に
過
ぎ
な
い
。（
前
掲
書

の
）
太
田
は
、
森
に
は
『
使
う
森
』
と
『
護
る
森
』
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
の
だ
が
、
ど
ち
ら
も
危
機
的
状

況
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
私
た
ち
は
深
々
と
し
た
山
の
緑

に
新
し
い
荒
廃

0

0

0

0

0

の
姿
を
読
み
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
、
と
は
い
え
、
こ
れ
は
単
純
に
林
業
や

山
村
を
再
興
さ
せ
れ
ば
解
決
す
る
話
な
の
だ
ろ
う
か
。」

（
傍
点
、
編
集
部
）

同
書
の
ま
え
が
き
で
太
田
教
授
は
述
べ
て
い
ま
す
。

「
二
十
世
紀
に
起
こ
り
、
今
も
静
か
に
進
む
国
土
の
変

貌
と
は
何
か
。
そ
れ
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
〝
森
林
の
飽

和
状
態
〞
で
あ
る
。
私
た
ち
現
代
日
本
人
は
、
列
島
の
歴

史
上
か
つ
て
な
い
ほ
ど
豊
か
な
緑
を
背
景
に
し
て
生
き
て

い
る
と
い
う
事
実
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
こ

ろ
『
自
然
破
壊
』
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
『
日
本
の
自
然

が
破
壊
さ
れ
て
い
る
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
に
定
着

し
た
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
私
た
ち
は
脱
却
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
〝
自
然
〞
は
今
、
い
わ
ば
飽
和

状
態
に
あ
る
の
だ
。
こ
れ
は
『
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
問
題
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
私
た
ち
が

『
自
然
を
大
切
に
』
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
間
に
、
海
岸

林
で
も
、
里
山
で
も
、
ス
ギ
の
人
工
林
で
も
、
人
里
離
れ

た
奥
山
で
も
、〝
新
た
な
荒
廃
〞
と
い
う
問
題
が
起
き
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
日
本
列
島
に
お
け
る
森
林
は
一
千
数
百

年
来
、人
間
の
活
動
か
ら
直
接
的
に
影
響
を
受
け
て
お
り
、

現
に
受
け
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。」

〝
森
林
の
飽
和
状
態
〞？
、〝
新
た
な
荒
廃
〞？　

著
者
太
田
教
授
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

半
世
紀
前
ま
で
、日
本
の
山
は　

　
「
は
げ
山
」
だ
ら
け
だ
っ
た　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
ま
ず
は
こ
れ
を
見
て
も
ら
い

ま
し
ょ
う
。
こ
の
３
枚
の
写
真
（
写
真
３
）
は
１
９
５
０

年
ご
ろ
の
岡
山
県
玉
野
市
郊
外
の
山
の
写
真
で
す
。
山
頂

や
尾
根
付
近
に
木
が
生
え
て
い
な
い
山
が
、
見
渡
す
限
り

連
な
っ
て
い
ま
す
。
山
腹
斜
面
は
激
し
く
侵
食
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、地
表
に
植
生
も
土
壌
も
存
在
せ
ず
、

基
盤
岩
が
露
出
し
た
山
は
「
は
げ
山
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
山
は
花
崗
岩
類
で
で
き
た
地
域
を
中
心
に
全
国

各
地
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
岩
石
が
細
か
く
砕
か
れ
て

砂
に
な
る
過
程
が
「
風
化
」
で
す
が
、
花
崗
岩
類
は
地
中

深
く
ま
で
風
化
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
く
、
岩
は
い
き
な

り
砂
（
真
砂
土
）
に
な
る
。
だ
か
ら
、
落
葉
や
下
草
が
取

り
払
わ
れ
る
と
、
雨
で
た
や
す
く
侵
食
さ
れ
て
、
は
げ
山

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

次
の
写
真
（
写
真
４
）
は
同
じ
岡
山
県
の
吉
井
川
上
流

部
の
山
地
、
こ
れ
は
森
林
の
状
態
で
す
。
こ
れ
ら
は
は
げ

山
と
は
呼
び
ま
せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
植
生
や
土
壌
が
残
っ

写真３　1950年ごろの岡山県玉野市郊外（岡山県〔1997〕より
写真２　2013年7月5日付朝日新聞に掲載された高村薫氏の寄稿「地に足
をつけて」

シリーズ
特別企画 《第１回》〝常識〟を問い直す章─里地・里山の実態
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て
い
ま
す
が
、斜
面
に
は
土
壌
層
が
崩
れ
る
【
表
層
崩
壊
】

と
呼
ば
れ
る
山
崩
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
の
が
確
認
で
き

ま
す
。
植
生
は
貧
弱
で
潅か
ん
ぼ
く木
や
サ
サ
類
で
覆
わ
れ
て
い
る

だ
け
で
す
。
今
、
途
上
国
の
多
く
で
み
ら
れ
る
、
森
が
な

く
な
っ
て
荒
れ
果
て
た
山
地
に
そ
っ
く
り
で
す
。

当
時
、
こ
れ
は
岡
山
県
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ

う
し
た
劣
化
し
た
森
林
が
全
国
の
山
々
を
覆
っ
て
い
ま

し
た
。
写
真
５
は
山
梨
県
甲
州
市
塩
山（
多
摩
川
の
上
流
）

の
集
落
と
里
山
の
様
子
で
す
。
写
真
６
は
、
１
９
５
０
年

ご
ろ
の
青
森
県
十
和
田
市
、
写
真
７
は
福
島
県
川
内
村
の

様
子
で
す
。
２
０
０
９
年
に
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
刊

行
さ
れ
た
『
全
国
植
樹
祭
60
周
年
記
念
写
真
集
│
か
つ
て

日
本
の
山
に
は
こ
ん
な
姿
も
あ
っ
た
』
に
は
、
36
都
道
府

県
か
ら
集
め
た
明
治
時
代
中
期
以
降
の
荒
廃
し
た
国
土

を
示
す
写
真
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
古
い
写
真
か
ら
、
明
治
か
ら
昭
和
中
期
ま
で

の
山
地
、
森
林
は
今
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
姿
だ
っ
た
こ

と
が
お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す
。
半
世
紀
前
ま
で
の
日
本

の
山
、
と
く
に
集
落
に
近
い
里
山
は
は
げ
山
だ
ら
け
だ
っ

た
ん
で
す
。
昭
和
19
年
に
つ
く
ら
れ
戦
後
も
ラ
ジ
オ
か
ら

流
れ
て
い
た
「
お
山
の
杉
の
子
」
と
い
う
童
謡
が
あ
り
ま

す
。

昔
々
の　

そ
の
昔

椎
の
木
林
の　

す
ぐ
そ
ば
に

小
さ
な
お
山
が　

あ
っ
た
と
さ　

あ
っ
た
と
さ

丸
々
坊
主
の　

禿は
げ
や
ま山
は

い
つ
で
も
み
ん
な
の　

笑
い
も
の

「
こ
れ
こ
れ
杉
の
子
起
き
な
さ
い
」

お
日
さ
ま　

に
こ
に
こ　

声
か
け
た　

声
か
け
た

（
作
詞
：
吉
田
テ
フ
子
／
補
作
：
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
（
戦
後
改
作
）

／
作
曲
：
佐
々
木
す
ぐ
る
）

は
げ
山
は
、
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
が
日
常
み
か
け
る
原

風
景
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
絵
に
見
る
里
山　

そ
れ
で
は
写
真
の
な
い
江
戸
時
代
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
？　

現
存
す
る
浮
世
絵
、
錦
絵
、
名
所
図
会
な
ど
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

有
名
な
歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
『
日
坂　

佐
夜
ノ
中
山
』（
１
８
８
３
）〈
現　

静
岡
県
掛
川
市
佐
夜

鹿
〉
で
す
。
街
道
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
山
中
の
木
々
は

ま
ば
ら
、
し
か
も
マ
ツ
し
か
な
く
、
地
肌
が
む
き
出
し
の

箇
所
も
あ
り
ま
す
。（
写
真
８
）

幕
末
に
描
か
れ
た
「
将
軍
家
茂
公
御
上
洛
図
」
の
『
金

谷
』
で
は
、
遠
景
の
山
々
に
マ
ツ
が
見
え
ま
す
が
、
こ
れ

も
ま
ば
ら
で
す
。
い
っ
た
い
に
、
こ
れ
ら
の
絵
で
は
東
海

道
名
物
で
あ
る
「
松
並
木
」
が
多
く
描
か
れ
、「
山
腹
に

描
か
れ
た
マ
ツ
」
が
目
立
ち
ま
す
。（
写
真
９
）
マ
ツ
は
、

土
壌
が
貧
弱
で
他
の
樹
木
が
生
育
で
き
な
い
荒
地
や
砂

地
で
も
よ
く
育
ち
ま
す
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
山
も
基

本
的
に
は
明
治
時
代
以
降
の
古
写
真
の
よ
う
な
状
態
で
、

マ
ツ
し
か
育
た
な
い
ほ
ど
貧
弱
な
植
生
で
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
。

な
ぜ
か
「
里
山
」
が
今
ブ
ー
ム
で
す
が
、
多
く
の
方
は

「
か
つ
て
の
里
山
に
は
持
続
可
能
で
豊
か
な
森
が
広
が
っ

て
い
た
。
人
々
は
そ
の
惠
み
を
受
け
て
暮
し
て
い
た
」
と

お
考
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
た
絵
の

山
地
・
森
林
の
ほ
と
ん
ど
は
「
里
山
」
で
す
。
里
山
に
は

茅
場
（
屋
根
を
葺
く
材
料
の
カ
ヤ
を
刈
る
場
所
）
と
呼
ば

れ
る
草
山
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
草
山
も
含
め
て
、
か
つ
て
の
里
山
は
「
は
げ
山
」
か

ほ
と
ん
ど
は
げ
山
同
様
の
痩
せ
た
森
林
…
…
潅
木
が
ほ

と
ん
ど
で
、
高
木
で
は
マ
ツ
の
み
が
目
立
つ
…
…
が
一
般

的
だ
っ
た
の
で
す
。

写
真
10
は
江
戸
末
期
の
国
学
者
・
画
家
で
、
弘
前
の
人

写真５　明治末（1910年ごろ）の現山梨県甲州市塩山（多
摩川の上流）の集落と里山の様子。村近くの山々は刈り尽
くされ、マツの木が１本たつのみである（提供：東京都水道
局水源管理事務所）

写真７　1950年ごろの福島県川内村で（国土緑化推進機
構〔2009〕より）

写真６　1950年ごろの青森県十和田市。背景の山腹に樹
木はほとんどなく、あちこちに崩壊の跡地が見える。女性
たちの隊列後方の一団の少し前にコモを担いだ女性が見
えるが、コモの中身は苗木。女性たちは水源林造成のため
に植栽予定地のある山頂をめざして登っている

写真４　上／ 1950～52年ごろの岡山県吉井川上流部　
水源地は皆伐されて無立木地化している
下／岡山県吉井川上流部　無立木地に台風が襲来し、大小
の崩壊地が多数発生し、多量の土砂を流出した
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で
あ
っ
た
平
尾
魯
仙
が
描
い
た
「
暗
門
山
水
観
」
の
『
砂

子
瀬
村
筏
橋
之
図
』（
１
８
６
２
で
す
。
こ
こ
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
白
神
山
地
に
連
な
る
里
山
で
す
が
、
東
北
地

方
の
一
角
で
す
ら
じ
つ
に
貧
相
な
植
生
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

地
理
学
者
の
氷
見
山
幸
夫
氏
ら
は
、
１
９
９
２
年
に

１
９
０
０
年
時
点
つ
ま
り
明
治
時
代
の
土
地
利
用
図
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
図
１
に
よ
れ
ば
、
荒
廃
地
は
全
国
に
散

在
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
農
業
利
用
地
17

％
、
森
林
65
％
、
都
市
集
落
・
道
路
鉄
道
は
4
％
、
そ
の

他
14
％
の
う
ち
11
％
が
荒
地
で
す
。

つ
ま
り
、江
戸
時
代
か
ら
半
世
紀
前
に
至
る
ま
で
、人
々

が
生
活
領
域
で
見
る
山
の
風
景
は
、
現
在
発
展
途
上
国
で

よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
荒
れ
果
て
た
山
か
、劣
化
し
た
森
、

そ
し
て
草
地
で
あ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
事
実
を
実
感
と
し

て
理
解
し
な
い
で
は
、
日
本
の
山
地
・
森
林
が
今
き
わ
め

て
豊
か
で
あ
る
こ
と
や
、
国
土
環
境
が
変
貌
し
続
け
て
い

る
こ
と
も
正
確
に
は
理
解
で
き
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

石
油
以
前

│
森
し
か
資
源
の
な
い
社
会　

日
本
人
は
縄
文
時
代
以
前
、
衣
食
住
の
ほ
ぼ
全
て
を
森

に
頼
る
文
字
ど
お
り
の
「
森
の
人
」
で
し
た
。
弥
生
時
代

以
降
は
食
料
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
生
産
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、少
な
く
と
も
十
九
世
紀
ま
で
、

普
通
に
使
え
る
資
源
は
木
と
土
と
石
の
み
で
し
た
。
な
か

で
も
木
材
は
加
工
が
容
易
で
、
建
築
材
料
に
、
舟
の
材
料

に
、
ま
た
道
具
の
材
料
と
も
な
り
、
そ
の
一
方
、
燃
料
す

な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
薪
や
粗そ

だ朶
や
炭
と
し
て

も
大
量
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
農
業
も
、
い
わ
ゆ
る
里
地
、

里
山
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
営
ま
れ
て
お
り
、
稲
作
だ
け
で

な
く
家
畜
の
飼
育
も
里
山
農
用
林
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。図

２
は
里
山
シ
ス
テ
ム
の
模
式
図
で
す
。
稲
作
の
伝
来

と
と
も
に
本
格
的
な
農
耕
社
会
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
居
住
地
は
耕
作
地
で
あ
る
水
田
や
畑
地
の
中
に
移
動

し
、
水
田
農
業
は
水
を
管
理
す
る
共
同
作
業
が
不
可
欠
な

の
で
、
耕
作
地
＝
ノ
ラ
（
野
良
）
の
な
か
に
集
落
＝
ム
ラ

を
つ
く
っ
て
集
団
生
活
を
営
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
食
糧
以
外
の
資
源
は
ほ
と
ん
ど
全
て
を
依
然
と
し

て
森
林
に
頼
っ
て
い
た
の
で
、
ノ
ラ
の
周
囲
の
森
林
＝
ヤ

マ
も
生
活
圏
で
あ
っ
た
の
で
す
。
里
地
（
ム
ラ
と
ノ
ラ
）・

里
山
シ
ス
テ
ム
と
言
え
る
農
耕
社
会
の
土
地
利
用
の
原
型

が
成
立
し
ま
し
た
。

水
田
は
最
初
、
台
地
や
丘
陵
地
、
低
山
の
裾
野
の
谷
地

田
あ
る
い
は
谷
津
田
と
呼
ば
れ
る
水
の
得
や
す
い
場
所
に

あ
り
、
後
に
し
だ
い
に
小
河
川
沿
い
の
平
地
に
拡
大
し
て

図１　110年前の土地利用
（氷見山幸夫〔1992〕：「日本の近代化と土
地利用変化」より）

写真10　平尾魯仙「暗門山水観」（1862年）より「砂
子瀬村筏橋之図」（提供：青森県立郷土館）

写真９　「将軍家茂公御上洛図」より
「金谷」（現静岡県島田市金谷）（福田
和彦〔2001〕より）

写真8　歌川広重「東海道五十三次」（1833年）より「日坂　佐
夜ノ中山」（現静岡県掛川市佐夜鹿）。山中の木々はまばらで、
マツしかない。マツ林は浜辺などの養分の少ない土地で繁茂す
る。地肌がむき出しの山も見える

シリーズ
特別企画 《第１回》〝常識〟を問い直す章─里地・里山の実態
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い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口
の
増
加
と
と
も
に
ノ
ラ
の
周

囲
の
ヤ
マ
の
資
源
で
あ
る
木
材
や
枝
条
（
枝
）、
下
草
、

落
葉
の
利
用
が
激
し
く
な
り
、
ヤ
マ
の
一
部
は
ム
ラ
・
ノ

ラ
に
近
い
部
分
か
ら
潅か

ん
ぼ
く
ち

木
地
や
草
地
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ヤ
マ
の
一
部
は
ノ
（
野
。
す
な
わ
ち
広

く
平
ら
な
土
地
）
ま
た
は
ノ
ベ
（
野
辺
）
と
呼
ば
れ
る
原

野
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
林
野
と
い
う
言
葉
は
山
林
と
原

野
、
つ
ま
り
ヤ
マ
と
ノ
ベ
に
あ
た
る
と
考
え
て
い
い
で
し

ょ
う
。

ノ
ベ
を
含
め
た
ヤ
マ
の
資
源
は
、
現
代
風
に
は
草
本
資

源
も
含
め
た
「
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
」
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
ヤ
マ
の
木
本
資
源
は
、
鋤す
き

や
鍬く
わ

の
柄
な
ど
農

業
用
資
材
、
燃
料
と
な
る
柴
、
粗そ

だ朶
、
落
葉
落
枝
、
薪
炭

材
、そ
し
て
建
築
用
材
に
使
わ
れ
、さ
ら
に
山
菜
、キ
ノ
コ
、

タ
ケ
ノ
コ
あ
る
い
は
食
肉
、
毛
皮
な
ど
動
物
資
源
も
森
林

バ
イ
オ
マ
ス
の
一
部
で
す
。
草
本
資
源
は
屋
根
を
葺
く
カ

ヤ
、
牛
馬
の
秣ま
ぐ
さ（
飼
料
。
厩
の
敷
き
藁
な
ど
）、
田
畑
の

肥
料
と
し
て
の
刈
敷
用
の
草
・
潅
木
の
若
芽
な
ど
（
ま
と

め
て
緑
肥
と
呼
ぶ
）。
刈
敷
は
鎌
倉
時
代
以
降
さ
か
ん
と

な
っ
た
が
、
た
い
へ
ん
な
労
力
を
必
要
と
し
た
の
で
、
江

戸
時
代
に
金き
ん
ぴ肥
（
金
銭
で
買
う
魚
肥
、
油
粕
な
ど
）
が
一

般
化
す
る
と
と
も
に
廃
れ
た
よ
う
で
す
。

里
山
（
ヤ
マ
）
は
こ
の
よ
う
に
農
用
林
で
あ
り
生
活
林

で
も
あ
っ
た
か
ら
農
民
に
と
っ
て
は
ヤ
マ
も
日
常
生
活
圏

の
う
ち
に
あ
り
、
彼
ら
は
毎
日
ヤ
マ
に
入
っ
て
必
要
物
資

を
調
達
し
て
い
ま
し
た
。「
お
じ
い
さ
ん
は
山
へ
柴
刈
り

に
、
お
ば
あ
さ
ん
は
川
に
洗
濯
に
」
の
昔
話
の
冒
頭
フ
レ

ー
ズ
が
示
す
、
こ
れ
が
里
地
・
里
山
シ
ス
テ
ム
の
実
態
で

し
た
。

　

江
戸
時
代
は
山
地
荒
廃
の
時
代
だ
っ
た　

つ
ま
り
、
日
本
の
農
耕
社
会
で
は
、
建
築
用
材
や
薪
炭

材
な
ど
の
木
材
や
柴
の
ほ
か
、
肥
料
や
飼
料
と
し
て
の
生

葉
（
刈
敷
用
）・
落
葉
・
下
草
な
ど
資
源
の
ほ
と
ん
ど
が

森
林
資
源
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
弥
生
時
代
以
降
に
お
い
て

も
日
本
人
は
、
稲
作
農
耕
〝
森
林
〞
民
族
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
し
か
し
、
大
量
運
搬
の
手
段
の
な
い
時
代
に
は
、

基
本
的
に
生
活
の
場
に
近
い
山
の
木
を
使
う
ほ
か
は
な
か

っ
た
。
気
づ
い
て
み
れ
ば
里
山
の
森
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て

な
く
な
り
、
里
山
は
遠
景
と
し
て
は
美
し
く
と
も
、
近
づ

い
て
見
れ
ば
農
民
の
貧
し
い
暮
し
の
場
で
あ
り
、
木
の
生

え
て
い
な
い
痩
せ
た
山
か
は
げ
山
だ
っ
た
の
で
す
。
前
出

の
浮
世
絵
よ
り
、
さ
ら
に
リ
ア
ル
な
当
時
の
里
山
を
描
い

た
の
が
図
３
で
す
。
こ
れ
は
文
化
年
間
（
１
８
０
４
〜

１
８
１
８
年
）
に
描
か
れ
た
里
地
・
里
山
の
光
景
で
す
。

水
田
に
水
を
送
っ
て
い
る
絵
で
す
が
、
里
山
に
は
樹
木
が

ご
く
わ
ず
か
し
か
な
く
、ほ
と
ん
ど
が
草
山
で
す
。（
図
４
）

近
年
の
里
山
ブ
ー
ム
で
、
里
山
の
写
真
を
書
籍
や
ポ
ス

タ
ー
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
里
山
を
背
景
に
棚
田
や
集
落

が
写
っ
た
も
の
な
ど
が
典
型
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
写
真
で

は
背
景
の
里
山
は
樹
木
が
生
い
茂
っ
た
も
の
ば
か
り
で

す
。私
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
そ
れ
は
里
山
の
跡
地
の
写
真
だ
」

と
言
い
た
い
。
実
際
は
そ
こ
に
写
っ
て
い
る
樹
木
の
大
部

分
を
取
り
去
っ
た
の
が
現
実
の
風
景
で
し
た
。
当
時
は
森

林
の
荒
廃
で
毎
年
各
地
で
土
砂
災
害
や
洪
水
氾
濫
が
頻
発

し
て
お
り
、
江
戸
時
代
は
、〝
山
地
荒
廃
の
時
代
〞
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

里
山
に
お
け
る
、
森
を
減
ら
さ
な
い
努
力
、　

　

森
を
造
る
努
力　

そ
の
ま
ま
で
は
森
林
は
衰
退
・
劣
化
し
て
ゆ
き
ま
す
。

森
な
く
し
て
は
農
業
も
生
活
も
成
り
立
た
な
い
た
め
、

人
々
は
森
を
減
ら
さ
な
い
努
力
、
森
を
造
る
努
力
の
両
方

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

森
を
減
ら
さ
な
い
、
つ
ま
り
森
を
持
続
的
に
利
用
す
る

努
力
は
、「
入
会
地
」
の
利
用
制
限
で
し
た
。
里
山
の
大

部
分
は
入
会
地
で
あ
っ
た
の
で
す
。
第
一
は
利
用
期
間
の

制
限
。
資
源
の
採
取
開
始
日
を
「
山
の
口
開
け
」
と
呼
び
、

こ
れ
を
五
月
五
日
と
し
た
例
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
第
二
は
採
取
を
使
う
道
具
を
指
定
し
、
草
は
鎌
で
木

ムラ（集落）

ノラ（耕地）

ヤマ（林野）

稲作農耕社会の土地利用

里地

里山

自給自足の閉鎖型社会

ムラの領域の模式図

ムラ＝集落：定住地
ノラ＝耕地：生産地
ヤマ＝林野：採取地

日本の歴史（朝日新聞社、1987）

● 採取地のヤマは入会地
で、野と山に区分される

●農耕社会は「里地・里山システム」に支えられていた

●資源・エネルギーの中心は森林図３　里山に豊かな森はなかった！　近世の文化年間における稲作水田と
接する里山の植生。立木地はごくわずかでほとんど草山である（大蔵永常
『農具便利論　下』〔日本農業全書15『除蝗緑全　後編・農具便利論上中下』
農山漁村文化協会より〕 図2
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は
鉈な
た

か
鎌
で
と
い
っ
た
具
合
で
す
。（
図
５
）

森
を
造
る
努
力
は
、
で
き
る
だ
け
有
用
な
樹
種
を
植
え

る
こ
と
、
自
生
の
樹
種
か
ら
有
用
な
も
の
を
意
識
的
に
残

し
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
本
州
中
央
部
で
は
広
い
地
域
で

ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ア
カ
マ
ツ
。
東
北
で
は
ブ
ナ
、
ク
リ
、

ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
デ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
。
南
部
で
は
ス
ダ

ジ
イ
、
マ
テ
バ
シ
イ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
な
ど
の

常
緑
広
葉
樹
（
照
葉
樹
）。

コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
は
、
成
長
に
時
間
が
か
か
ら
ず
、
早

く
収
穫
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ク
ヌ
ギ
、

コ
ナ
ラ
は
地
味
が
痩
せ
て
く
る
と
育
た
な
く
な
る
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
で
も
生
育
可
能
な
樹
種
が
ア
カ
マ
ツ
で
、
こ
の

木
は
痩
せ
て
乾
燥
し
た
土
地
で
も
生
き
残
れ
る
唯
一
の
高

木
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（
図
６
）

こ
う
し
て
本
州
中
央
部
で
は
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
の
二

次
林
、
痩
せ
た
と
こ
ろ
で
は
ア
カ
マ
ツ
林
、
潅
木
主
体
の

柴
山
、
カ
ヤ
や
ス
ス
キ
、
あ
る
い
は
飼
料
と
な
る
草
を
採

る
草
山
な
ど
が
里
山
生
態
系
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
に
水
田
、
畦あ

ぜ
み
ち道
、
土
手
、
畑
地
、
た
め
池
、

用
水
、
集
落
な
ど
の
里
地
生
態
系
を
加
え
た
里
地
・
里
山

シ
ス
テ
ム
の
景
観
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

生
態
系
に
お
け
る
遷
移
と
攪
乱　

　

│
里
山
は
一
種
の
荒
地
生
態
系　

一
般
に
生
態
系
は
常
に
同
じ
姿
を
維
持
し
く
て
い
く
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
の
種
（
個
体
群
）
の
消
滅
と
出

現
に
よ
っ
て
あ
る
方
向
に
変
化
し
て
い
く
も
の
と
い
わ

れ
、
こ
の
変
化
を
遷
移
と
呼
び
ま
す
。

火
山
噴
火
や
大
規
模
崩
壊
等
に
よ
っ
て
、
現
存
植
生
が

広
範
囲
に
失
わ
れ
た
跡
地
か
ら
始
ま
る
植
生
遷
移
を
一
次

遷
移
と
呼
び
ま
す
。
さ
ら
に
強
風
に
よ
る
倒
木
な
ど
で
現

存
植
生
の
一
部
が
消
滅
し
た
あ
と
の
植
生
遷
移
が
二
次
遷

移
で
す
。

ま
た
、
生
態
系
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
破
壊
・
消
滅
す

る
現
象
を
攪
乱
と
い
い
、
こ
の
う
ち
気
象
現
象
、
地
盤
変

動
、
獣
害
や
虫
害
な
ど
生
物
活
動
に
よ
る
も
の
を
自
然
攪

乱
と
呼
び
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
間
の
生
態
系
利
用
に
よ
っ

て
お
こ
る
攪
乱
が
人
為
攪
乱
で
す
。
里
山
二
次
林
の
伐
採

で
は
二
十
年
程
度
で
切
り
返
さ
れ
る
た
め
、
コ
ナ
ラ
林
や

ク
ヌ
ギ
林
の
よ
う
な
陽
樹
の
林
ま
で
遷
移
は
進
む
が
、
そ

の
先
に
は
進
ま
ず
、陰
樹
の
森
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、

●里山は農用林・生活林だった

「野」：草地・芝地・茅場 田の肥料としての刈り敷き用の草や潅木の若芽
牛馬の飼料や の敷き草とする秣（まぐさ）
屋根葺き用の茅（かや）

「山」：樹林 農業用資材の鋤（すき）の柄（え）
建築用材
薪炭材（薪炭林）
たきつけ用の落葉落枝
山菜・きのこ・たけのこ （北尾邦伸）
堆肥用の落葉落枝 （追加：太田猛彦）

●この時代の資源は木（草）と石と土、
エネルギーは木のみ

●荒廃していたのは里山・・・
幕末にはその半分以上が草地？！

●里山＝入会地：入会のルールを決めて皆で使った
入会地

入会の規約：資源の再生産を維持するため、乱獲を防ぐ
①利用期間の制限：採草開始日「山の口明け」5月5日
②使用道具の制限：採草／かま 伐採／なた・かま
③採取量の制限：１荷／1日に1人が1回運べる量 1駄

入会権1896年民法の規定
・所有権に相当し共有の性質のあるもの（所有名義は記名共有、字・区有）
・地役権に相当し共有の性質のないもの（国有地では否定、公有地では公法上
の旧慣使用権）

入会地の歴史：
・大化の改新後：公私共利（平等な利用）
・806太政官符：利用地域の境界を示す

・関西：南北朝～室町時代に入会林成立 全国：江戸中期（山論）
・江戸時代：村持山の個人所有化
・明治時代：入会林野の解体政策 （三井昭二）

図4図5

太田猛彦氏のプロフィール　
【略歴】 1941年 東京都生まれ
 1971年 東京大学農学部林学科卒業
 1978年 同大学院農学系研究科修了（農学博士）、東京大学農学部助手
 1980年 東京農工大学農学部講師
 1985年 同助教授
 1990年 東京大学農学部教授
 2003年 東京大学名誉教授、東京農業大学地域環境科学部教授
  （2007年より特任教授、2009年退職）
【元職】 日本学術会議会員、日本森林学会会長、砂防学会会長、日本緑化工学

会会長、水文・水資源学会副会長、林政審議会委員、東京都森林審議
会会長など

【現職】FSCジャパン議長、かわさき市民アカデミー学長など 

主な著書／「森林飽和」、「農林水産業の技術者倫理」（編著）、「森林の機能と評価」
（分担執筆）、「宮川環境読本」（編著）、「水の事典」（編著）、「森と水と
土の本」、「渓流生態砂防学」（編著）、「水と土をはぐくむ森」など

シリーズ
特別企画 《第１回》〝常識〟を問い直す章─里地・里山の実態
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毎
年
地
上
部
を
刈
り
取
る
作
業
に
よ
る
利
用
を
繰
り
返
す

と
草
本
が
主
体
の
草
地
と
な
り
ま
す
。
里
山
は
林
産
物
の

採
取
と
い
う
攪
乱
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
遷
移
が
と
め
ら

れ
、
陽
樹
段
階
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
植
生
が
モ
ザ
イ
ク
状

に
配
置
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。（
図
７
）

１
９
９
２
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
成
立
し
た

生
物
多
様
性
条
約
に
よ
っ
て
、
生
物
多
様
性
あ
る
い
は

そ
の
保
全
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

２
０
１
０
年
の
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
が
開
催
さ
れ

て
い
以
降
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

生
物
多
様
性
は
「
種
多
様
性
・
種
内
多
様
性
（
遺
伝
子
多

様
性
）・
生
態
系
多
様
性
」
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、

多
様
な
生
態
系
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
配
置
さ
れ
る
里
地
・
里

山
シ
ス
テ
ム
は
全
体
と
し
て
複
合
生
態
系
を
な
し
、
優
れ

た
生
物
多
様
性
を
示
す
も
の
と
し
て
価
値
が
認
め
ら
れ
、

そ
の
維
持
・
保
全
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
球
環
境
問
題
の
一
つ
と
し
て
の
生
物
多
様
性
の
危
機

は
、
じ
つ
は
あ
ら
ゆ
る
地
球
環
境
問
題
が
集
約
さ
れ
て
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
地
球
環
境
問
題
に

対
処
し
持
続
可
能
な
社
会
が
構
築
さ
れ
て
い
く
か
ど
う
か

は
、
生
物
多
様
性
の
維
持
・
保
全
が
十
分
で
あ
る
か
ど
う

か
で
測
ら
れ
る
と
も
言
え
ま
す
。
日
本
の
か
つ
て
の
里

地
・
里
山
社
会
は
生
物
多
様
性
が
維
持
・
保
全
さ
れ
て
い

る
「
伝
統
的
地
域
社
会
」
の
お
手
本
で
あ
る
と
し
て
、
政

府
は
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
」
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
球
環
境
時
代
に
お
い
て
あ
ら
ゆ

る
国
で
の
人
々
の
生
き
方
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で

あ
り
、世
界
の
「
地
域
の
自
然
と
人
と
の
共
生
シ
ス
テ
ム
」

を
維
持
・
保
全
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
す
。

　

過
去
の
多
く
の
自
然
災
害
の
最
大
の
原
因
は　

　

森
林
の
劣
化
に
あ
っ
た　

し
か
し
、
こ
れ
を
歓
迎
す
る
マ
ス
コ
ミ
論
調
が
氾
濫
す

る
こ
と
で
、
か
つ
て
の
里
地
・
里
山
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
全

て
が
持
続
可
能
な
社
会
の
お
手
本
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な

錯
覚
が
人
々
の
間
に
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
て

な
り
ま
せ
ん
。実
際
の
里
山
生
態
系
に
は
は
げ
山
も
あ
り
、

ア
カ
マ
ツ
の
目
立
つ
柴
山
も
あ
り
、
草
山
も
あ
っ
た
。
こ

の
な
か
に
人
々
の
貧
し
い
生
活
も
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
里
山
で
は
毎
年
起
こ
り
う
る
程
度
の
大
雨

で
も
容
易
に
表
面
侵
食
が
発
生
し
、
山
崩
れ
や
土
石
流
の

頻
発
、
洪
水
の
氾
濫
、
海
岸
で
は
海
か
ら
飛
砂
が
襲
い
、

日
照
り
が
続
け
ば
川
は
す
ぐ
干
上
が
り
水
不
足
と
も
な
っ

た
。
人
々
は
そ
の
よ
う
な
災
害
と
闘
い
な
が
ら
暮
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
そ
の
最
大
の
原
因
は
森
林
の
劣
化
に
あ
っ

た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
豊
か
に
生
い
茂
っ

た
現
代
の
森
に
比
べ
れ
ば「
里
山
は
一
種
の
荒
地
生
態
系
」

と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。（
図
８
）

次
号
《
第
２
回
》
で
は
、
日
本
人
が
里
地
・
里
山
と
呼

ば
れ
る
〝
自
分
た
ち
が
つ
く
っ
た
〝
厳
し
い
〞
自
然
環
境

の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
災
害
と
向
き
合
い
、
闘
っ
て
き
た

か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

里山の森林
自然林 天然林 原生林

二次林 （代表的なものは幼樹の一斉林） 雑木林／天然生林
林産物の採取よって遷移を止めている 更新の方法：

遷移と攪乱の綱引き 切り株による萌芽（ぼうが）更新 コナラ・クヌギ
実生（みしょう）による天然更新 アカマツ

クリ・ミズナラ・シデ（雑木林：落葉広葉樹）
アカマツ 尾根・瘠（せき）悪地
クヌギ・コナラ（雑木林：落葉広葉樹） カタクリ・イチリンソウ
スダジイ・アラカシ・ウバメガシ（雑木林：常緑広葉樹）

照葉樹：ブナ科のカシ類・シイ類、 クスノキ科のタブ・クスノキ、

ツバキ科のツバキ・サカキ、 海岸にタブやスダジイが多い人工林
スギ・ヒノキ

（重松敏則）

春植物

●里地・里山生態系に関する現代の解釈

・モザイク的土地利用 複合生態系
田（水田・用水・ため池）畦道 村落 畑 草地 二次林（潅木林・マツ）
スギ・ヒノキ林 ・・・ユニットの境界の特殊な人為環境＜中尾史郎＞

・・・土地利用の多様性→生物多様性を高める
α多様性：ある1つの環境における種多様性
β多様性：別々の環境間の種多様性の違い
γ多様性：対象とする全ての環境の種多様性

伝統的共生システム→SATOYAMAイニシアチブ

・適度な攪乱により生態遷移が停止した状況
・・・いわゆる極相より生物多様性が高い

図6

図7

図8

はげ山

草山

山城国平尾村
の絵地図

・木津川の河原
まで耕地化
・はげ山・草地が
多い
・森は少ない
・川は天井川

毎年、土砂災害
と洪水氾濫

が多発！

シリーズ
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【内装木質化ハンドブック】
判型／A4判　総頁数／ 80頁オールカラー　発行／特定非営利活動法人 木材・合板博物館
監修／協力：NPO法人team Timberize
協力／（公財）日本住宅・木材技術センター、㈲ティーイーコンサルティング、ジャパン建材㈱木構造

事業部、大建工業㈱経営企画部新規事業開発室　
定価／ 2,000円（税別・送料別）

《入手方法》
●当館HPの内装木質化ページから購入できます。
●当館４階ミュージアムショップで販売中です。
●見積・納品・請求書ご入用の際は当館までご連絡ください。
TEL：03─3521─6600　E-mail：info@woodmuseum.jp　URL： http://www.woodmuseum.jp

　関東大震災以降、防耐火規制が課され、防火地域（首都圏中心部）では基本的にRC／
S造（鉄筋コンクリート／鉄骨造）の建設に限られています。内装に関しては木質化す
ることが可能ですが、建築基準法や消防法等複数の法律によりかなり細かい規制があり、
それらを読み取ることは至難の業と言えます。
　そこで、NPO法人木材・合板博物館では内装制限に関わる複雑な関連法令を見やすい
表にし、現存事例も紹介した「内装木質化ハンドブック」を販売開始致しました。
　これまでに官公庁様をはじめ、建築士様、デザイナー様、施工業者様などを中心にお
買い求めいただき、問合せも殺到しています。
また、木材の不燃材処理技術も進んでいるものの非常に難しく、不燃材は通常のものと
比較すると10 ～ 30倍の高値で流通し、内装材の適材適所を求められます。
　一昔前、木を使うということは環境破壊に繋がるとされてきましたが、近年では、木
を使い、育てることこそが環境保護に繋がるとされています。環境保護の観点からも内
装木質化を普及させていくことが重要となります。
　このハンドブックをぜひご活用ください。

◉木質化はコスト高と諦めていませんか？
◉内装メーカー情報も満載。
◉防火地域でも内装木質化は可能です。建築基準法・消防法、種々の防耐火規制
もこうしてクリア。

◉内装デザイン事例も豊富！
◉早見表や内装制限チェック表で、クリア条件も一目で分かる。

ミュージアムショップのオススメ情報

K I T O G O - H A N9

内装木質化を考える方に必携のハンドブック！
RC／S造でも木材を使いたい設計者、
デザイナー、施工者向けのバイブル

　もっと木材を使
用しやすく　

　もっと使いたく
なる　

ページサンプル

《内装木質化とは》

RC/S 造の大型建築物では「内装の
木質化はコストアップにつながる」
と諦めていませんか？また、建築基
準法や消防法、その他省庁による防
耐火規制が網の目の様に張り巡らさ
れている事も木材を使う事が設計者
にとって煩雑になっており「内装の
木質化」が進まない原因となってい
ます。
「内装木質化ハンドブック」は複雑
な規制を順守しつつ内装の木質化を
促進させるバイブルとしてお役にた
てるでしょう。但し、各地方行政の
建築主事の承認がなければ実施でき
ないことは言うまでも有りません。
また、このサイトでは木質内装材
メーカーの商品を紹介しており設計
者にとって直ぐに役立つ情報も掲載
しております。
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平
成
27
年
1
月
27
日
、「
第
2
回　

木
育
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
5
」（
主
催
：
認
定
N
P
O
法
人
日
本
グ
ッ
ド
・
ト
イ
委

員
会
／
東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
、共
催
：
新
宿
区
）が
、新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
木
に
親
し
み
、木
を
活
か
し
、木
と
共
に
生
き
て
い
く
」こ
と
を
め
ざ
す「
木
育
」の
取
り
組
み
。こ
の
活
動
を
よ
り
広

く
、多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
昨
年「
第
１
回　

木
育
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
4
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
続
く

「
第
2
回　

木
育
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
5
」は
、「『
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
』で
企
業
と
地
域
が
つ
な
が
る
」を
テ
ー
マ
に
、木
育

に
取
り
組
む
企
業
や
自
治
体
、団
体
な
ど
が
集
ま
り
、「
学
び
」「
子
育
て
」「
暮
ら
し
」の
木
育
化
を
め
ぐ
っ
て
三
つ
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

木
を
繋
ぐ
。木
で
繋
が
る
。木
か
ら
始
ま
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

│「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」で
企
業
と
地
域
が
つ
な
が
る
│

第２回 木育サミット2015が開催されました
レポート!

!

セッションⅡ　「子育て」環境を木育化する

「
学
び
」「
子
育
て
」「
暮
ら
し
」の

木
育
化
め
ざ
し
、

熱
い
ト

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
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「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
と
は
、
東
京
お
も

ち
ゃ
美
術
館
が
推
進
し
て
い
る
「
木
育
」
行

動
プ
ラ
ン
で
す
。
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

し
た
「
企
業
」
と
「
自
治
体
」
と
が
手
を
取

り
合
う
こ
と
で
、
企
業
の
社
員
も
元
気
に
な

り
、
林
業
・
林
産
業
も
活
性
化
す
る
。
そ
し

て
、
日
本
の
森
林
を
元
気
に
す
る
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
を
企
業
と
地
域
が
連

携
し
て
行
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
木
育
化
の
未

来
が
拡
が
る
の
か
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
、
木
育
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て

い
る
企
業
や
団
体
、
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
立

場
（
※
別
表
）
か
ら
多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
並
び
、

活
動
報
告
と
提
案
、
展
望
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
第
2
回
サ
ミ
ッ
ト
は
、
木
育
の
可
能
性

を
探
る
新
し
い
一
里
塚
を
画
す
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

木育サミット2015で発言された方々（※別表）

◉主催挨拶／多田千尋（東京おもちゃ美術館館長）
◉来賓挨拶／吉住健一（新宿区長）
◉実行委員長挨拶／山下晃功（島根大学名誉教授）
◉基調講演／今井敏林野庁長官
◉オープニングプレゼンテーション
　　　　　／赤尾建藏（竹中大工道具館館長）

セッションⅠ：「学び」の場を木育化する
大久保昇：㈱内田洋行代表取締役社長
﨑田恭平：宮崎県日南市長
高濱正伸：㈱こうゆう花まる学習会代表
前田　穰：宮崎県綾町長
　座長／水谷伸吉：一般社団法人モア・トゥリーズ事務局長

セッションⅡ：「子育て」環境を木育化する
駒崎弘樹：（認定NPO法人フローレンス代表理事）
野口　洋：（サクセスホールディングス㈱代表取締役社長）
島津智之：（認定NPO法人NEXTEP理事長）
竹本吉輝：（㈱トビムシ代表取締役）
　座長／若杉浩一：パワープレイス㈱シニアディレクター

セッションⅢ：「暮らし」の場を木育化する
赤峰貴子：㈱良品計画宣伝販促室宣伝室
柴田　純：三菱地所レジデンス㈱街開発事業部
山本伸司：パルシステム生活協同組合連合会理事長
　座長／多田千尋：東京おもちゃ美術館館長

◉総　　括／「木育サミットから見えてきたこと」 
　　　　　　　　多田千尋：東京おもちゃ美術館館長
◉閉会挨拶／青野裕介：㈱Tree to Green

基調講演を行う今井敏林野庁長官

木
育
化
め
ざ

熱
い
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
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地
下
鉄
門
前
仲
町
駅
か
ら
歩
い
て
数
分
。
リ

ト
ル
ツ
リ
ー
の
社
屋
は
、
運
河
に
面
し
た
臨
海

公
園
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
し
た
。入
口
に
は
、

ま
ろ
や
か
な
フ
ォ
ル
ム
で
木
を
か
た
ど
っ
た
緑

色
の
木
製
デ
コ
。
こ
の
〈
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
〉
な

ら
ぬ
〈
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
〉
は
リ
ー
ス
な
ど
の
小

物
で
飾
ら
れ
、
横
に
は
木
製
玩
具
や
絵
本
も
並

ん
で
い
ま
す
。「
お
気
軽
に
お
声
か
け
て
下
さ

い Littlle TREE

」
と
手
書
き
の
小
さ
な
貼
紙

も
。
な
ん
だ
か
手
づ
く
り
感
満
載
。
そ
こ
で
展

示
を
直
し
て
い
た
、
ジ
ー
ン
ズ
に
黒
の
セ
ー
タ

ー
の
男
性
が
吉
髙
江
さ
ん
で
し
た
。
さ
っ
そ
く

２
階
の
オ
フ
ィ
ス
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

い
つ
ま
で
も
使
い
続
け
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
に 

│
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
付
き
で
レ
ン
タ
ル

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
あ
ま
り
耳
に
し
た
こ
と
が
な
い
の

で
す
がリ

ト
ル
ツ
リ
ー
が
世
に
出
て
11
年
目
に
な
り

ま
す
。
そ
の
前
、
開
発
に
２
年
ぐ
ら
い
か
か
り

ま
し
た
。
そ
の
と
き
検
討
し
た
結
果
が
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
レ
ン
タ
ル
す
る

と
い
う
今
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
頃
、
木
製

品
に
よ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
は
全
く
な
く
て
、

ま
し
て
そ
れ
を
レ
ン
タ
ル
す
る
と
い
う
シ
ス
テ

ム
も
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
市
場
は
今
で
も
多
く
が
そ
う
で
す

け
ど
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ビ
ニ
ル
製
品
が
主
で
、

そ
れ
を
買
い
切
り
で
購
入
し
、
消
費
し
て
古
く

な
れ
ば
廃
棄
す
る
と
い
う
カ
タ
チ
で
す
。
そ
こ

に
、
今
の
商
品
と
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
た
の
が

11
年
前
。
提
案
の
ツ
ー
ル
と
し
て
作
成
し
た
の

が
こ
の
小
冊
子
、「
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
が
毎
日
コ

ツ
コ
ツ
し
続
け
て
い
る
１
０
３
の
こ
と
」
で
、

リ
ト
ル
ツ
リ
ー
に
込
め
た
思
い
や
、
こ
だ
わ

り
、
夢
も
含
め
て
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
あ
り
っ
た

け
を
こ
こ
に
盛
り
込
み
ま
し
た
（
笑
）。
で
す

か
ら
こ
の
内
容
は
、
11
年
目
の
今
、
実
現
で
き

て
い
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ま
だ
、
め
ざ
し
続
け

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
付
き
の
レ
ン
タ
ル
シ
ス
テ

ム
に
す
る
こ
と
で
、「
い
つ
ま
で
も
使
い
続
け

ら
れ
る
」
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。「
モ
ノ
を

所
有
し
」、「
使
い
↓
捨
て
る
」
と
い
う
旧
来
の

悪
循
環
を
断
ち
切
っ
て
、「
無
駄
使
い
」
を
減

ら
し
、
社
会
全
体
に
「
も
っ
た
い
な
い
の
で
お

下
が
り
を
使
う
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
定
着
さ

せ
た
い
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
子
ど
も
た
ち
に
も

受
け
継
い
で
も
ら
い
た
い
。
木
と
い
う
天
然
素

材
な
ら
そ
れ
が
可
能
だ
し
、「
木
の
ぬ
く
も
り
」

K I T O G O - H A N 1 2

Little TREE リトルツリー

今はほとんどのショッピングモール、
大型複合商業施設にはキッズコーナー
が備えられています。そこは小さな子
どもたちの世界。子連れのお客様には
欠かせないスペースですが、近頃は車
のショールーム、携帯ショップ、病院、
ガソリンスタンドなど多くの場所で見
かけるようになりました。
「木のまち　新木場」とその周辺エ
リアで、気になる会社、企業、人物、
スポットを紹介する新木場漫歩のコー
ナー。今回は江東区永代に足を延ば
し、レンタルキッズコーナーのブランド、
「リトルツリー（Little TREE）」を訪ね
ました。キッズコーナーのレンタルシス
テムとは初耳。しかも全て木製品尽く
しと聞いて興味を惹かれました。リト
ルツリー代表の吉髙江さんにお話を伺
いました。

子
ど
も
た
ち
と
未
来
へ
の
贈
り
物
、リ
ト
ル
ツ
リ
ー

木
で
夢
を
育
む
、レ
ン
タ
ル
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド

リトルツリーの基本色を使ったレインボーで
あしらった１階工房入口。手前にはベンジャ
ミンムーアの塗料缶。単価はとても高い製品
だけど安全には替えられないと吉髙さんは言
います。

2007年にエコプロダクツ大賞
審査委員長特別賞を受賞

リトルツリー運営責任者の吉髙江さん
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に
ふ
れ
る
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
提
供

し
た
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
に
出
展

し
、
そ
の
年
の
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
審
査
委

員
長
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
リ
ト
ル
ツ
リ

ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
実
践
を
評
価
い
た
だ
け
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
す
る
ま
で

│
販
売
で
は
な
く
レ
ン
タ
ル
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ー
ム
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
？　

ど
ん
な
営
業

活
動
や
宣
伝
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

こ
の
冊
子
を
作
っ
た
ほ
か
に
宣
伝
ら
し
い
こ

と
は
、
じ
つ
は
あ
ま
り
し
て
な
く
て
…
（
笑
）。

当
然
で
す
が
立
ち
上
げ
た
頃
は
、
楽
で
は
な
か

っ
た
。
５
件
分
ぐ
ら
い
の
キ
ッ
ト
を
作
っ
て
、

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
試
行
錯
誤
で
し
た
。
で
、

日
刊
自
動
車
新
聞
と
い
う
業
界
紙
に
紹
介
さ
れ

た
ん
で
す
。
ラ
イ
タ
ー
が
小
さ
な
お
子
さ
ん
の

い
ら
っ
し
ゃ
る
マ
マ
さ
ん
。
こ
れ
は
面
白
い
！

と
い
う
こ
と
に
…
…
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
自

動
車
業
界
に
浸
透
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
自
動
車
販
売
の
主
流
が
法
人
需
要
か
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
ユ
ー
ス
に
主
軸
が
移
り
始
め
て
い

た
頃
で
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
店
づ
く
り
も
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
来
店
型
に
シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
っ

た
ん
で
す
ね
。
業
界
内
の
口
コ
ミ
で
少
し
ず
つ

拡
が
り
ま
し
た
。
現
在
２
０
０
店
舗
で
ご
利
用

い
た
だ
い
て
ま
す
が
、
１
０
０
店
舗
に
こ
ぎ
つ

け
る
ま
で
は
正
直
、
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。内

装
設
計
の
仕
事
を
一
方
で
こ
な
し
な
が

ら
、
５
年
〜
10
年
計
画
で
ま
ず
は
１
０
０
件
い

け
ば
タ
ー
ニ
ン
グ
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
見
通
し
で
し
た
。
家
内
の
手
を
借
り
て
Ｄ

Ｍ
な
ど
出
し
た
も
の
の
、
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
ペ
ー
パ
ー
で
は
伝
わ
り
に
く
い
。

エ
コ
プ
ロ
に
も
出
展
す
る
前
で
す
。
そ
こ
で
１

〜
２
月
使
っ
て
い
た
だ
い
た
上
で
検
討
、
採
用

し
て
も
ら
う
と
い
う
モ
ニ
タ
ー
方
式
を
と
り
ま

し
た
。
１
０
０
件
に
た
ど
り
着
く
ま
で
４
〜
５

年
か
か
り
ま
し
た
。
今
は
生
産
も
ひ
と
と
お
り

終
わ
っ
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
サ
ー
ビ
ス
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
信
頼
度
で
ま
わ
し
て
い

く
と
い
く
の
が
、
10
年
や
り
続
け
て
つ
か
ん
だ

手
法
で
す
。
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
を
実
際
に
知
っ
て

下
さ
っ
た
方
か
ら
の
紹
介
な
ら
間
違
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
に
は
、
子
ど
も
の
サ
イ
ズ

│
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
製
品
の
発
想
は
、ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
ん

で
し
ょ
う

ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ン

テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
で
見
か
け
た
シ
ー
ン
で
す
。

当
時
、
日
本
の
家
具
屋
は
家
具
を
並
べ
る
だ
け

の
展
示
の
仕
方
で
し
た
。
近
年
、
北
欧
家
具
の

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ａ
が
日
本
に
も
出
店
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、
ホ
ー
ム
ス
タ
イ
ル
を
演
出
す
る
展
示
手
法

が
定
着
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
大
人
向

け
に
は
大
人
の
サ
イ
ズ
、
子
ど
も
向
け
に
は
子

ど
も
の
サ
イ
ズ
で
ホ
ー
ム
ス
タ
イ
ル
が
演
出
さ

れ
て
い
て
、
あ
あ
、
こ
れ
は
す
ご
い
な
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
大
人
、
子
ど
も
、
そ

れ
ぞ
れ
ち
ゃ
ん
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
る
ん

だ
な
と
…
…
。
だ
か
ら
子
ど
も
も
お
し
ゃ
れ
し

て
店
に
来
て
い
る
ん
で
す
。

リ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
サ
イ
ズ
は
現
物
の
リ
ア
ル

サ
イ
ズ
の
お
よ
そ
３
分
の
２
サ
イ
ズ
、
子
ど
も

に
は
ち
ょ
っ
と
大
き
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小

屋
や
キ
ッ
チ
ン
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
強
さ
、
重
さ

の
決
め
手
と
な
る
材
料
、
子
ど
も
が
安
全
に
遊

べ
る
サ
イ
ズ
な
ど
に
加
え
て
、
彫
り
込
ん
で
い

く
デ
ィ
テ
ー
ル
の
関
係
な
ど
、
ミ
ニ
マ
ム
か
ら

マ
ク
ロ
ま
で
の
要
素
を
勘
案
し
て
追
い
込
ん
だ

上
で
最
終
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
決
め
て
い
き
ま

す
。
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
は
、
英
語
で
「
居
心
地
の

い
い
住
み
か
」
を
意
味
す
る
Ｄ
Ｅ
Ｎ
と
呼
ぶ
ユ

ニ
ッ
ト
が
主
役
で
、
１
畳
、
２
畳
、
３
畳
〜
と

各
ス
ペ
ー
ス
に
応
じ
た
構
成
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
幼
児
向
け
家
具
の
設
計
寸
法
は
、
誤
飲
し

K I T O G O - H A N1 3

リトルツリーの製品は子どもがけがをしないよう、全て角やエッ
ジは面取り処理されています。

カラーバージョン。リトルツリーは基本色を定めて、すべてその色
でペイントしています。刺激的ではない色合いが選ばれています。

キッズコーナーの目じるしともなる〈ビッグツリー〉はリトルツリーの
シンボル。どこからでも子どもの居場所がわかるようにという配慮。

冊子「リトルツリーが毎日コツコツし続けている103のこと」
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な
い
大
き
さ
と
か
、
首
が
ひ
っ
か
ら
な
い
高
さ

と
か
、
か
な
り
調
べ
つ
く
し
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
、
う
ち
の
子
ど
も
た
ち
に
モ
ニ
タ
ー
に
な

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
（
笑
）。

現
在
は
、
３
０
０
種
類
ほ
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
整
い
、
10
年
活
躍
し
た
ア
イ
テ
ム
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
リ
ペ
ア
ー
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
活
動
を
７
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

│
１
階
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
工
房
で
す
か
？

は
い
。
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
。
工

房
の
作
業
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
の
方
が
、

分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。（
各
写
真
参
照
）

多
く
の
人
と
の
幸
運
な
出
会
い
で

「
木
」
を
学
ぶ

│
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
に
至
る
ま
で
は
、ど
ん
な
こ
と
を
さ
れ
て

い
た
ん
で
す
か
？

話
す
と
長
く
な
っ
ち
ゃ
い
そ
う
（
笑
）。
木

と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
か
れ
こ
れ
27
年
で

す
。
進
ん
だ
専
門
学
校
は
望
む
分
野
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
ぐ
辞
め
て
、
友
人
の
誘
い
で
信
州

の
造
り
酒
屋
へ
。
息
子
で
あ
る
彼
の
部
屋
に
住

み
込
み
家
業
の
手
伝
い
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
を
し
た
り
し
て
、
の
ち
に
美
術
関
係
の
専
門

学
校
に
入
り
な
お
し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先

の
「
商
店
建
築
」
と
い
う
建
築
専
門
誌
の
デ
ス

ク
が
可
愛
が
っ
て
く
れ
て
、
興
味
が
あ
る
な
ら

と
い
う
こ
と
で
取
材
原
稿
を
と
り
に
い
く
仕

事
を
与
え
ら
れ
て
、
行
っ
た
先
が
家
具
メ
ー
カ

ー
。
そ
こ
に
就
職
し
ま
し
た
。
同
期
の
み
ん
な

は
新
卒
入
社
で
僕
だ
け
ア
ウ
ト
ロ
ー
。
面
接
で

社
長
に
何
が
特
技
か
と
聞
か
れ
て
、「
４
ト
ン

車
転
が
せ
ま
す
！
」
と
言
っ
た
ら
即
採
用
（
笑
）

K I T O G O - H A N 1 4

工房一番の古参スタッフで、家具職人の経歴をもつ幅下さん。一
度壊れたものやキズやへこみも幅下さんの手で一つひとつ丁寧
に元通りに再生されます。きれいに面を整えたあとは無鉛の水性
塗料で塗り直しをします。

塗装中のママさんスタッフ。塗装には、アメリカの塗料メーカー、
ベンジャミンムーアの無鉛の水性塗料を使います。エッグシェル
という卵の殻のような仕上がりが特徴で、つやつやし過ぎず、温
かみのある質感です。

おうちをかたどった〈イエロー屋根〉はリトルツリーのオリジナ
ル収納棚。棚の高さも変えられます。あとかたづけも楽しく出来
ます。手拭き作業をするママさんスタッフ。リトルツリーでは、付
いた汚れを薬品を一切使わず、水とヤスリで落とします。

❸

❹

❻

①キッズコーナーにはすてきな絵
本も置いてあります。回収した
絵本は、豊富なストックより新
しい本にとりかえます。
②キッチンは定番の人気アイテ
ム。スタッフの皆さんがフル
セットに設えてくれました。
③回収されてきたリトルツリー
のパーツの数々。リトルツ
リー製品は４ヶ月ごとに交
換するローテーションシス
テム。回収されたパーツは
まず殺菌灯で滅菌処理を施
したのち、修理、磨き、塗装
などの工程を経て再生さ
れます。

吉髙さんのもう一つの顔、家具と内装建築のstudioKAYAの作品
を掲載、紹介した建築雑誌のページ。
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で
、（
何
だ
か
お
か
し
い
ぞ
、
ず
い
ぶ
ん
調
子

が
い
い
な
）
と
。
そ
の
と
き
会
社
は
家
具
メ
ー

カ
ー
と
し
て
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
も
自

前
で
や
ろ
う
と
言
う
方
針
だ
っ
た
ん
で
す
。
生

産
工
場
こ
そ
外
注
で
し
た
が
、
設
計
、
生
産
、

出
荷
、
配
達
ま
で
を
一
貫
シ
ス
テ
ム
を
め
ざ
し

て
い
ま
し
た
。
４
ト
ン
車
を
１
台
与
え
ら
れ
て

配
達
に
あ
っ
ち
に
こ
っ
ち
走
り
な
が
ら
、
配
属

部
署
は
開
発
設
計
。
日
中
は
配
達
し
、
戻
っ
て

き
て
は
先
輩
た
ち
の
手
伝
い
で
図
面
を
書
い

た
り
模
型
製
作
。
C
A
D
な
ん
て
ま
だ
な
い
時

代
で
す
。
朝
早
く
か
ら
夜
中
ま
で
そ
れ
が
楽
し

く
て
し
よ
う
が
な
か
っ
た
で
す
ね
。

そ
の
家
具
メ
ー
カ
ー
A
D
C
O
R
E
で
椅

子
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
会
社
は

２
カ
月
に
一
つ
ず
つ
新
商
品
を
開
発
す
る
と

い
う
過
酷
な
ノ
ル
マ
で
、
最
低
で
も
月
２
回
は

工
場
に
打
ち
合
わ
せ
に
足
を
運
び
ま
す
。
山
形

県
の
朝
日
相
扶
さ
ん
は
天
童
木
工
と
な
ら
ぶ

生
産
工
場
で
す
が
、
そ
こ
で
素
材
の
吟
味
や

加
工
技
術
、
デ
ザ
イ
ン
と
強
度
の
融
合
、
試

作
を
量
産
に
乗
せ
る
ま
で
コ
ス
ト
管
理
、
な

ど
…
。
本
当
に
多
く
の
大
切
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
し
て
最
初
は
山
形
弁
も
分
か
ら

な
か
っ
た
の
が
、
今
じ
ゃ
通
訳
で
き
る
ぐ
ら

い
に
も
（
笑
）。

次
の
会
社
で
は
素
材
の
買
付
け
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
た
び
た
び
出
張
し
て
、
こ
こ
で
も
多

く
学
び
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
大
手
突
き
板

会
社
が
パ
ー
ト
ナ
ー
、
世
界
中
の
木
に
触
れ
る

こ
と
に
。
素
材
が
持
つ
力
を
広
げ
る
建
築
家
の

方
々
と
ホ
テ
ル
を
始
め
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
空
間
の
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
度
毎
、
各
地
の
家
具
、
木

工
場
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
池
谷
さ
ん
（
株

式
会
社
イ
ケ
ヤ
）
と
出
会
い
ま
し
た
。
彼
も
ま

た
い
ろ
い
ろ
夢
を
描
い
て
い
て
、
つ
く
り
て
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り
起
業
。
内
装
や
家
具
設
計

の
仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
余
力
で
ブ
ラ
ン
ド
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
２
年
ぐ
ら
い
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
ブ
ラ
ン
ド
化
が
な
ん
と
か
成
功
し
リ
ト

ル
ツ
リ
ー
一
本
に
し
ぼ
ろ
う
と
分
社
化
し
て
、

今
は
私
が
責
任
者
を
し
て
お
り
ま
す
。

リ
ト
ル
ツ
リ
ー
に
使
う
芯
材
に
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
知
っ
た
ポ
プ
ラ
合
板
を
使
お
う
と
考
え

ま
し
た
が
、
発
注
ロ
ッ
ト
が
少
な
く
て
合
わ
な

い
。
北
海
道
の
池
内
ベ
ニ
ヤ
さ
ん
に
相
談
し
て

シ
ナ
共
芯
合
板
を
使
っ
て
み
よ
う
と
…
。
そ
し

た
ら
ポ
プ
ラ
以
上
に
精
度
も
品
質
も
よ
く
、
創

業
以
来
、
使
用
し
て
い
ま
す
。

ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
い
い
人
に

出
会
っ
て
都
度
教
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
気
が

し
ま
す
。
最
初
は
家
具
メ
ー
カ
ー
の
社
長
、
そ

の
と
き
チ
ー
フ
で
家
具
設
計
を
手
ほ
ど
き
し
て

く
れ
た
瀬
戸
さ
ん
、
工
場
の
職
人
さ
ん
、
そ
し

て
池
谷
さ
ん
…
。
家
具
が
壊
れ
た
と
き
の
お
客

様
か
ら
も
直
す
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
し
、
経

験
と
し
て
大
き
か
っ
た
の
は
海
外
と
の
取
引
か

な
。
国
内
外
、
多
く
の
魅
力
的
な
人
と
出
会
い

が
あ
っ
て
「
木
」
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

│
今
は
ど
ん
な
目
標
を
お
持
ち
で
す
か
？

そ
う
で
す
ね
。「
木
」
の
よ
う
に
な
り
た
い
、

と
言
っ
た
ら
変
で
す
か
ね
。
自
然
素
材
の
ま
ま

の
「
木
」
の
よ
う
に
成
長
し
、子
ど
も
た
ち
に
、

「
木
」
の
優
し
さ
を
与
え
続
け
て
い
け
た
ら
い

い
か
な
（
笑
）、
と
思
っ
て
ま
す
。
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《
後
記
》

　
「
木
」
が
、
人
の
暮
し
を
包
む
素
材
に
適
し

て
い
る
と
は
、
か
ね
て
か
ら
思
っ
て
い
た
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の
素

材
に
す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー

ム
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
成
功
例
に
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
販
売
で

は
な
く
レ
ン
タ
ル
で
、
そ
れ
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
付

き
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム

は
、
量
産
、
量
販
そ
し
て
大
量
消
費
、
大
量

廃
棄
と
い
う
今
日
主
流
の
シ
ス
テ
ム
と
は
ま
っ

た
く
違
う
も
の
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
、
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

リ
ト
ル
ツ
リ
ー
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

や
、
安
心
た
め
の
工
夫
や
、
夢
を
育
む
さ
ま

ざ
ま
な
こ
だ
わ
り
が
凝
縮
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
と一緒
に
遊
ん
で
い

る
ス
ナ
ッ
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
、
吉
髙
さ
ん

に
無
理
を
お
願
い
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
今
号

の
表
紙
写
真
で
す
。
リ
ト
ル
ツ
リ
ー
は
子
ど
も

た
ち
へ
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
そ
れ
は

き
っ
と
今
は
眼
に
見
え
な
い
未
来
へ
の
贈
り
物

で
も
あ
り
ま
す
。

（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ　

長
谷
川
麻
紀
）

❶

❷

❺

④塗装を終えた小物。手前はビーズ
コースター。ビーズを指ではじ
いたりして遊びます。数や形、空
間概念も身につくおもちゃで
す。赤いパーツはお鍋のふた。
各アイテムはデザインの段階
で壊れても再生しやすい素材、
カタチに工夫が凝らされてい
ます。

⑤男の子たちに人気の運転席。
飛行機のコクピットが新た
に加わりました。

⑥フライパンは小さな子ども
が手にもったときにちょう
ど本物に感じられる大き
さ。上が再生されたフライ
パン。一番下は再生前。キ
ズや汚れもすっかりきれ
いに。

ベンジャミンムーアのカラーサ
ンプルを手にする吉髙さん

Little TREE（リトルツリー）http://littletree.info/
〒135-0034 東京都江東区永代2-19-8　TEL 03-3630-8801　FAX 03-3630-8155
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